
謹んで新年のお祝いを申し上げます。 

ご家族皆様のますますの御健勝と御発展をお祈り申

し上げます。 

 

 

 

 

 

●２０２５年の国際情勢・・米国一強時代の終焉 

第 2次世界大戦が終了して８０年間、そして東西

冷戦終了後も権勢を誇った米国一強の国際秩序や

覇権的地位が揺らぎ、中国やロシアなど権威主義国

に加え、成長著しいグローバルサウスの影響力が拡

大し、世界のパワーバランスは多極化の時代を迎え

ている。 

2024年の米国大統領選挙におけるトランプ氏の

再選は世界に不安を与えた。特に混迷の度を深める

中東情勢やウクライナ紛争だけでなく、台湾海峡や

南シナ海を巡る情勢の不確実性を高めている。 

米国ファーストを掲げ、同盟関係や多国間枠組み

を軽視するトランプ氏の政策運営は予見可能性が

低く、貿易戦争を再発させ、世界の自由貿易体制に

大きな打撃を与えるおそれがある。 

2025 年に注目すべき地政学リスクを把握するため、

まず、世界情勢の方向性として、国際秩序における

「米国一強時代の終焉」は、国際政治経済にお 

ける混迷をさらに拡大する恐れがある。 

 

〇トランプ政権の政策 

選挙期間中に、「就任後２４時間以内に停戦させ

る」と豪語していたトランプ大統領がいよいよ就任す

る。 

全体的には「米国第一

主義」を掲げ、ヨーロッパ

はじめ同盟諸国の防衛へ

のただ乗りを禁止し、相応

の負担を要求する。また中国、メキシコ、カナダ等へ

の貿易関税の増税等、厳しい政策が予測される。 

問題は自由主義国家のリーダーとして諸国を率い

ていく力があるかどうかである。 

 

〇欧州の混乱とウクライナ情勢 

新大統領はウクライナ戦争について早期停戦を

目指すだろう。 

英、独、仏等の欧州主要国は少数与党による政

治的不安定と、経済の停滞による混乱に陥っている。

加えて 3年目に入るロシア・ウクライナ戦争の支援疲

れも見られ、ウクライナ情勢は厳しさを増している。

 
加えて米国のトランプ政権のウクライナに対する

支援体制は急速に縮小する懸念もささやかれてい

る。 

一方、当事者であるウクライナ、ロシア両国はトラ

ンプ政権の強引な停戦への移行を予期して、占領

地の拡大に、より有利な体勢を取るため強力に戦闘

を行っている。 

１月の花：寒椿 
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特に無人機やミサイルによる長距離攻撃、北朝鮮

軍の投入等、戦争は激しさを増している。 

続いて、ヨー

ロッパでは 2024

年に続き 2025

年も、各地で重

要な選挙が予

定されていま

す。 

2月下旬にドイツで議会選挙、5月までにポーラン

ドで大統領選挙、10月までにチェコで議会選挙など

が行われる予定だ。これらの国々はウクライナ支援

を積極的に行い、中でもドイツはヨーロッパで最大規

模の支援を続けてきた。 

しかし、それぞれの現地では物価の高騰が続き、

市民からはウクライナ支援よりも暮らしを優先するよう

求める不満の声が高まっている。そしてこうした不満

の声はウクライナ支援に反対する極右や右派政党の

勢力拡大につながっていて、各国のウクライナ支援

の行方を左右することになる。 

ロシアによるウクライナ侵攻は 2025年 2月で丸 3

年となる。ウクライナ市民が苦しみ続けている中、決

定的な変化が起きるのか、世界が注目している。 

 

〇中東情勢 

2023年 10月 7日、パレスチナ・ガザ地区のイスラ

ム組織ハマスがイスラエルを攻撃した。これをきっか

けに中東での緊張は拡大しつつあり、2024年 12月 8

日にはシリアのアサド政権崩壊につながった。 

今後はイスラム圏の盟主であるイランとイスラエル

の直接対立が明らかになってこよう。 

この場合、トランプ新大統領がどの様な態度をとる

か、戦争を終わらせることができるのか注目される。 

 

〇アジア・極東情勢 

極東においては中国の海洋進出が露骨となり、台

湾、フィリピンや我が国の尖閣諸島への侵略は露骨

になって来てお

り、断固として

阻止しなければ

ならない。残念

なことに中国の

活動は地域の

安定よりも自国の利益の拡大に力を注いでいる。 

北朝鮮のウクライナ戦争への参加は今後の極東

情勢に大きな影響を及ぼすだろう。特にロシアが北

朝鮮に戦闘への参加の見返りとして核兵器の移転及

び核開発技術の供与を行う場合は極東の核戦力バ

ランスの変化が予測される。 

一方、「非常戒

厳」を宣言した韓

国のユン・ソンニ

ョル（尹錫悦）大

統領の弾劾が妥

当かどうかを判断する裁判が行われようとしている。 

今後どのように進展してゆくのか予測困難であるが、

韓国政治の安定は韓半島の安定は極東の安定にと

って必至である。 

韓国内の政情不安は早急な解決が望まれる。 

 

〇インドおよび新興国の動向 

米国が世界政治に及ぼす力の陰りとともに新興国

の力が増している。そのリーダーがインドである。 

これらの国は G７あるいは G20 として２０００年代初

頭から力をつけており、今後とも世界を動かす国とし

て成長するであ

ろう。 

２０２８年にはイ

ンドは米国、中

国に次いで世界

第３位の GDP大国に成長するものと見積もられてい

る。 

 

２０２５年世界はどのように展開し

てゆくのでしょうか。注意して見

守る必要があります。 

 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20241226/k10014679741000.html

